
はじめに

　新しい学習指導要領（平成 29年告示）では、小中高と一貫して、目標の
中に「言語活動を通して資質・能力を次のとおり育成する」という文言が入
りました。
　ここでのポイントは、「言語活動を通して」です。言語活動とは、「実際に
互いの考えや気持ちを伝え合うなどの活動」を基本とします。つまり、学習
過程において、学習事項を用い、自分の考えや気持ちを伝えながら、語彙や
文法を身につけていくことになります。
　まさしく、対話を通して言葉を学ぶということなのではないでしょうか。
　では、対話を通して学ぶとは、どのようにすることなのでしょうか。その
ポイントを 3つあげます。
　１つ目は、教室に入った瞬間から英語で対話することです。
　教師の頭の中を、英語モードにし、身近な話題を用いて生徒と対話します。
また、生徒には、発話を強制させず、完ぺきな発話も期待しないようにしま
す。そのことより、生徒と英語でコミュニケーションを楽しむようにします。
　２つ目は、生徒同士で対話できるだけの力をつけてあげることです。
　簡単な質問をしたり、質問にすらすら答えたりする力をつけさせます。ま
た、対話をつなぐ fillerとなる言葉を教え、対話を継続する方法を教えます。
これらは、地道な継続により、少しずつ生徒に身につくものであり、帯活動
で行っていくとよいでしょう。
　３つ目は、教科書でも対話することです。
　そのためには、発問を工夫します。推論発問や自己関与発問を用いれば、
教科書題材について生徒と対話できます。教科書に書かれていることから推
論し、自分の考えや思いを伝えたり、生徒自身のことを尋ねたりする言語活
動が可能になります。
　本書のテーマである「対話」は、言語活動を通して指導することであり、
生徒との対話、生徒同士での対話の充実を目指すものです。
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　さて、そもそも「対話」とは何でしょうか。「会話」とどこがどう違うの
でしょうか。よく対話は、「２人で話をする」、会話は、「２人以上で話をする」
と言われます。つまり、「対話」は２人が向き合って、何かについて話をす
るというイメージになります。
　また、「対話」にはコミュニケーションの目的が存在します。それは、「意
味の共有」と「相互作用」です。対話を通じ、２人の持つ情報や考え方を共
有し（意味の共有）、新たな考えや思いがつくられる（相互作用）ことが対
話の目的であり、コミュニケーションが成立するときです。
　同時に、対話では、「聞く」ことも大切です。「聞く」には２つあり、１つ
は、「聴く」です。これは、相手を尊重し、相手のことをよく知り、わかろう、
理解しようとして聴くことです。
　もう１つは、質問し合って、「訊く」です。お互いに理解するために訊き
ます。
　そして、「聞く」の次に「伝える」が来ます。ここで、お互いの考えを摺
り寄せ、意味の共有と新たなものを生みだすことにつなげます。
　まさに、英語の授業は、このような「対話」を通じ、コミュニケーション
の仕方を学んでいるのではないかと思います。「主体的・対話的で、深い学び」
と言われますが、本当の意味で、「対話」になっているかどうか考えてみる
のもよいかと思います。
　本書は、英語授業における「対話」をテーマに、対話授業を組み立てるポ
イントを第１～３章にあげました。第４～６章では、英文法を、対話を通じ
て指導するとしたら、どのような形態になるのか、その例を示しました。第
７章では、教科書を使って対話するとしたら、推論発問、自己関与発問を生
徒に投げかけ、それで生徒同士、また教師との対話が可能になると考えまし
た。参考にしていただけると幸いです。どうかお読みいただき、実践に活か
してもらえたらと思います。

令和５年１月 吉日
岐阜大学教育学部　瀧沢広人
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目標に「手段・方法」が記された！

　「言語活動を通して」というのは、『中学校学習指導要領（平成 29年告示）
外国語』における大きな目玉と言ってよいでしょう。これは、外国語の目標
の中に、次のように記されています。

　外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞く

こと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，簡単な情報や考えなどを理

解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。（中学校学習指導要領（平成 29年告示）外国語）※下線強調

は筆者

　ここに「言語活動を通して」という言葉が出てきます。
　では、１つ前の学習指導要領（平成 20年告示）の外国語の目標を見てみ
ましょう。ここには３つの目標が羅列されているだけです。

　外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度の育成を図り，聞くこと、 話すこと、 読むこと、 書くことなどのコミュニ

ケーション能力の基礎を養う。（中学校学習指導要領（平成 20年告示）外国語）

　大きく違う点は、今回の学習指導要領においては、どのように資質・能力
を育成させるのか、その「手段・方法」が明記されたことです。つまり、「言
語活動を通して指導してくださいね」と文部科学省は訴えているのです。

「言語活動を通して」
指導する

Introduction
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「言語活動」ってそもそも何？

　では、「言語活動」とは、どういった活動なのでしょうか。
　『中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説　外国語編』から、見てみ
ましょう。「解説」では、次のように書かれています。

　言語活動は、「実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなど」の活動を基

本とする。（中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説　外国語編　p.85）

　つまり、実際に自分の考えや気持ちを伝えることが大事となります。
　従来の活動では、次のような形式で、Meg is going to play soccer.等
と生徒に言わせていました。

　でも、Megってどこにいるのでしょうか。Iってあるけれど、僕は買い
物に行かないよ。ここには生徒の気持ちや思いが入っていません。機械的に
ただ文を生成しているだけです。
　そうではなく、本当の自分のことを表現させつつ、指導するというのが、「言
語活動を通して」だと考えるのです。

例を参考に、今度の日曜日の予定を言ってみよう。

例）Meg

play soccer

１）I

go shopping

２）Yumi

watch a movie
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「言語活動を通して」指導する！

　では、どのように指導したらいいのでしょうか。たとえば、中学２年生で、
助動詞mustを学習します。従来の指導は、まず導入でmustの入った文
を提示し、形式と意味を理解させます。
　その後、イラストを用い、mustとmust notの練習をします。例では、
We must pick up trash.となり、２）では、We must not talk in the 

library.となります。このような口慣らしをしてから、言語活動を行い、
must／must notを使って文を生徒に言わせる手順だったと思います。

　これを、言語活動を通した指導にするには、教師がmustの形式と意味
を生徒に理解させたら、いきなり言語活動をさせてしまうのです。つまり、
練習の段階から、生徒の考えや気持ちを伝え合わせるのです。
　たとえば、What rules do we have in this school?（この学校にはど
んな規則がある？）と尋ねるのです。
　ALTに尋ねさせてもいいです。ALTに学校の規則を語ってもらった後、
「じゃあ、みんなの学校にはどんな規則があるの？」と尋ねると、そこに「目
的や場面、状況」が生まれます。生徒は、
　「登校時刻が８時 20分」We must come to school by 8:20.

　「廊下は走ってはいけない」We must not run in the hall.

　「制服を着なくてはいけない」We must wear a uniform.

例）We

pick up trash

１）You

do your homework

２）We

talk in the library
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などと、規則を思い出し、英語で伝えようとするでしょう。
　このように、練習させなくても、いきなり生徒の考えや気持ち、思いを伝
えさせる活動をさせたらどうかと思うのです。そして、そのように表現した
ときに、言語は身につくのではないかと思うのです。
　もちろん、言語材料により、可能なものと可能でないものがあります。

しかし、必要に応じて「練習」はする！

　『中学校学習指導要領（平成 29年告示）外国語』の中で、見逃してはい
けない文言があります。

ウ　実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなどの言語活動を行う際は，

２の（1）に示す言語材料について理解したり練習したりするための指導を必要に応じ

て行うこと。 「第 2章第 9節　外国語３　指導計画の作成と内容の取扱い」

　つまり、「言語活動を通して」と言いながら、必ず「言語活動」だけで指
導しなくてはいけないことはなく、必要に応じて「練習」もするということ
になります。
　そこで、これからの英語授業としては、言語活動を行った後に、練習の場
を設け、言語材料の使い方を確認し、再度、言語活動を行うという指導過程
になっていくのではないかと思うのです。

　１　導入　１　導入

　２　言語活動

　３　練習
　２　練習

　４　言語活動
　３　言語活動

　５　まとめ　４　まとめ

（従来の指導過程） （新しい指導過程）
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教えたいことを強調し、生徒に「気づき」を生む！

　Gass（1997）は、第二言語を習得する際にインプットしたものをアウト
プットするまでに、私たちが脳内で行っていることを次のように示しました。
　まず、インプットしたことに「気づき」ます。そ
して気づいたものを「理解」します。
　その後、理解したものを言語活動や練習を行い、
自分の中に取り入れます。英語でいうと intake（内
在化）です。
　最後は、既習事項を組み合わせながら、自由自在
に使用してみる段階の「統合」です。
　実はこの最初の「気づき」が大切で、いかに生徒に
「気づかせるか」がポイントです。気づかせることが
教師の最初の仕事と言っても過言ではありません。
　そして「気づき」を生むには、教えたいところを
強調して示すことです。

指導したいことは
気づかせる！
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インプット

↓
気づき
↓
理解
↓
内在化
↓
統合
↓

アウトプット

①ゆっくり言う。
②大きい声で言う。
③強調したい語句の前で、間を空ける。
④視覚情報を与える
⑤同じ言葉を繰り返す。
⑥集中させてから言う。
⑦生徒に問う。

　気づきを
　生ませる‼
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対話の中で、どんなふうに気づかせるか？

　私たちは日常の授業で、生徒に気づかせたいことを自然と気づかせている
のではないでしょうか。たとえば、気づかせたいところを大きな声で言って
みる、間を空けてから言う、また強調したいところをゆっくり言ってみるな
どをして、生徒に言語形式に気づかせたり、表現方法に気づかせたりしてい
るかと思います。

「気づき」を取り入れた生徒との対話例　－中学１年生－

先生
What did you do last weekend?

生徒
I go to デパート .

You WENT to the DEPARTMENT STORE.（大きめの声）

Yes, department store.

What did you buy?

Yes.

What（ゆっくり言う）… did you buy?

あっ。靴、、、Shoes.

You bought a shoes. Nice!

（参考）『Input, Interaction, Out put』（Gass., 1997）
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